非伝染性疾患の蔓延と戦うため、主要NGOらが国際的行動を要求
スイス、ジュネーブ--(Marketwire - 2009年5月19日) - 国際糖尿病連合(IDF)・国際対がん連合(UICC)・世界心臓連合(WHF)は、毎年3500万人もの死亡原因となっている非伝染性疾患(NCD)の蔓延に早急に対応するよう、国際社会に求める合同声明を本日発表しました。この声明では、NCDへの資金提供を大幅に上げることや、特に緊急対応として、保健ミレニアム開発目標の達成を早める方法で、必要な薬をもっと入手しやすくすることを要求しています。 
公衆衛生の専門家は、世界経済危機の影響を懸念して、何らかの行動が取られない限り、NCDの蔓延が発生して世界の医療システムを混乱させかねないと警告しています。循環器疾患・糖尿病・がん・慢性呼吸器疾患は、世界の全死亡原因の60%を占めています。これらの死者の5人に4人は、低中所得国で発生しています。NCDは貧困の原因として過小評価されており、現在、経済発展の深刻な障害となっています。NCDは低中所得国の多くで国内総生産(GDP)を最大5%減らしていると推定されています。世界不況と戦っている脆弱な経済にとって、二重の痛手です。 
世界心臓連合理事長Pekka Puska博士は次のように述べました。「われわれは、循環器疾患が、糖尿病・がん・慢性呼吸器疾患などのNCDとともに、これらの疾患を扱う設備のほとんどない国々に与えている負担を、もう無視することはできません。最大の弱者たちが貧困のわなに陥る前に、HIV/AIDS・TB・マラリアなどの感染症に適用されているモデルを、NCD死亡率急増阻止のために横展開するよう、われわれは国際社会に緊急に呼びかけます。」 
IDF・WHF・UICCは、世界の死因の60%を占めるNCDの大きな原因となっている運動不足・喫煙・貧しい食生活といった三つの避けるべきリスク要因のもたらす課題について、協力しています。 

非伝染性疾患予防・抑制のためのグローバル戦略の2009～2013年行動計画では、NCDに対する世界的対策で世界保健機関は国際的協調関係が再重要であると示しています。WHOは、地球規模での協調行動を呼びかけ、非政府組織の主要な役割を示しています。IDF・WHF・UICCは、この呼びかけに応えました。3つの団体は合わせて、170か国730の加盟団体の利益を代表しています。3団体は、力を合わせ変化を呼びかける力強い声を作り出し、国際社会にNCD蔓延を直視した行動を起こすよう要請します。 
国際対がん連合理事長David Hill博士は次のように述べました。「現在、かつてないほど、がんやその他のNCDにしかるべき優先順位を与えるために力を合わせることが必要とされています。われわれ3団体が結んだような戦略的国際協力関係から得られるメリットを活用すれば、世界からNCDに対するより効果的な反応を得ることにつながるでしょう。」 
行動の呼びかけ 

本日ジュネーブで発表された共同声明は、世界保健総会の開催に合わせて行われました。3団体はWHO行動計画への支持を明確にし、国際社会に次のことを訴えました。 
1. 低中所得国のNCD患者が必要な薬を入手できるようにすること 

2. NCD関連の資金提供を即時に大幅に増加すること 

3. NCD予防を国の医療制度とグローバル開発計画に組み込むこと 

4. NCDのための国連事務局長特使を創設すること 

5. NCDについての国連特別総会を支援すること 

WHOは、急拡大するNCD蔓延に対応するための、簡単でコスト効果の高い解決策が存在することを提示しました。国際社会が今すぐ動くならば、何億人もの命が救われ、さらに何億人もの生活の質が向上するでしょう。このような行動は、国連ミレニアム開発目標達成に向けて、国際社会を団結させるでしょう。行動を起こさなければ、世界の医療制度と経済に有害な効果をもたらすでしょう。今予防に投資する政府は、後々、慢性疾患治療のための膨大な出費を抑えることができるでしょう。 
国際糖尿病連合理事長Martin Silink博士は次のように述べました。「世界はいまだかつてNCDの蔓延に対処したことはありません。医療制度は、予防と教育を通じて蔓延を食い止めるために、新規または既存のリソースを動員できるよう迅速に適応しなければなりません。糖尿病・循環器疾患・がんといった非伝染性疾患の患者の大部分は、多くの場合自分自身のケアに責任を持たされています。医療制度はNCD患者の役割をサポートし、彼らを解決策の一部とみなすべきです。」 
編集者向け注記 

IDFについて 

国際糖尿病連合(IDF)は、160か国以上200団体以上の参加協会を統括する組織で、2.50億人以上の糖尿病患者とその家族や、医療提供者を代表しています。IDFの使命は、糖尿病医療・予防・治療法について世界に広く知らしめることです。詳しい情報は、www.idf.orgをご覧ください。 
UICCについて 

国際対がん連合(UICC)は、がんに対して全世界で戦うため、105か国335の加盟団体を統合しています。がんの世界的抑制に特化して専念している国際非政府組織です。UICCは、がん防止団体・専門家・ボランティアが連携し、未来の世代の命を脅かす最大の病気であるがんを無くすために協力しあうというダイナミックでグローバルなコミュニティを、ビジョンとして掲げ活動しています。詳しい情報は、ウェブサイト(www.uicc.org)を参照してください。 
WHFについて 

世界心臓連合(WHF)は、低中所得国を中心に心臓病や発作を予防・抑制することによって、世界の人々の寿命を延ばし、生活を豊かにできるように支援することに、注力している非政府組織です。WHFの加盟団体は、100か国以上の198の医師会と心臓病支援基金から成っています。詳しい情報は、ウェブサイト(www.worldheart.org)を参照してください。  
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